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1. 研究の名称：国内流行 HIV 及びその薬剤耐性株の長期的動向把握に関する研究 

 

2. 研究代表機関：国立健康危機管理研究機構(JIHS) 国立感染症研究所 エイズ研究センター 

 研究代表者：菊地 正 

 

3. 研究の目的： 

HIV 薬剤耐性検査は HIV が抗 HIV 薬に対して抵抗性があるかを調べる検査で、抗 HIV 薬開

始前や抗 HIV 薬でもウイルスを十分抑制できない場合などに検査し、適切な抗 HIV 薬選択に役

立てています。HIV 遺伝子配列を解析することにより、薬剤耐性の有無を調べることができます。本

研究は HIV 遺伝子配列を全国規模でまとめ、我が国における薬剤耐性 HIV の動向と推移を把握

すること、および、HIV の詳細なウイルス遺伝子配列を調べ、どのようにウイルスが流行し伝播して

いるか（分子疫学研究)を調べることを目的としています。この情報は薬剤耐性 HIV の発生を抑え

るのに有効な対策をたてる為に重要であり、また、HIV の流行状況を詳細に把握し予防対策に役

立てたり、HIV 感染症の病態解明、新薬開発など HIV 感染症を克服するための基礎研究にも役

立てることが出来ます。 

 

4. 研究の期間：2026 年 4 月 8 日〜2029 年 3 月 31 日 

 

5. 研究の方法 

＜対象となる患者さん＞ 

これまでに全国の医療機関で HIV 感染症と診断され HIV 薬剤耐性検査を受けた患者さんのうち、

国立感染症研究所に試料・情報が提供された患者さん 

 

＜利用する情報＞ 

診療の一環で取得された以下の情報： 

医療機関名、HIV 遺伝子配列、抗 HIV 薬血中薬剤濃度、性別、年齢、生年月、国籍、推定感染

経路、採血日、CD4 数、HIV RNA 量、投与薬剤歴、抗体陽性確認年月日、推定感染時期、推定

感染場所、HCV 抗体、HBV 抗原・抗体検査結果、合併症、HIV 抗体検査結果 

 

＜利用する試料＞ 

提供元医療機関で採取された血液残余検体を用いて HIV 遺伝子配列と HIV 抗体を詳細に解析

します。 

 



6. 提供元医療機関からの情報・試料の提供 

情報、残余血液検体は、提供元医療機関において、個人を特定できる情報を削除し、代わりに

新しくあらためて付けなおした符号をつけて誰のものかわからないようにした上で国立健康危機管

理研究機構(JIHS)国立感染症研究所と国立病院機構名古屋医療センターへ提供され、特定の関

係者以外がアクセスできないように厳重に管理されます。対応表は提供元の医療機関で保管・管

理します。HIV 遺伝子配列の一部は公的データベースに公開される場合がありますが、個人を特

定できる情報は含まれません。 

 

7. 共同研究機関 

この研究は、以下の共同研究機関と協力して行います。 

研究機関名 研究責任者 

所属 氏名 

国立健康危機管理研究機構 国立感染症研究所 エイズ研究センタ

ー 

菊地正 

国立病院機構名古屋医療センタ

ー 

臨床研究センター感染・免疫研究部 今橋真弓 

国立病院機構九州医療センター AIDS/HIV 総合治療センター 南留美 

国立病院機構大阪医療センター 臨床研究センターエイズ先端医療研究

部 

渡邊大 

千葉大学医学部附属病院 感染制御部 猪狩英俊 

広島大学病院  輸血部 藤井輝久  

石川県立中央病院 診療部・免疫感染症科 渡邉珠代 

琉球大学 感染症・呼吸器・消化器内科学（第１内

科） 

仲村秀太 

国立病院機構 東埼玉病院 統括診療部・呼吸器疾患部門 堀場昌英 

東京大学 医科学研究所附属病院感染免疫内科/ 

国際高等研究所新世代感染症センタ

ー 

古賀道子 

北海道大学 北海道大学病院  感染制御部 遠藤知之 

北海道医療大学 医療技術学部 吉田繁 

横浜市立大学  医学部 血液・免疫・感染症内科学  中島秀明 

国立病院機構仙台医療センター 統括診療部 HIV/AIDS 包括医療セン 伊藤俊広 



ター 

帝京大学 医学部 微生物学講座 吉野友祐 

熊本大学 ヒトレトロウイルス学共同研究センター 松下修三 

愛媛大学 大学院医学系研究科血液・免疫・感染

症内科 

末盛 浩一郎 

新潟大学 医歯学総合病院・感染管理部 茂呂寛 

慶應義塾大学 医学部感染症学 宇野俊介 

東京都健康安全研究センター 微生物部 浅倉弘幸 

大阪健康安全基盤研究所 微生物部 川畑拓也 

福岡県保健環境研究所 保健科学部ウイルス課 中村麻子 

神奈川県衛生研究所 微生物部 佐野貴子 

東京科学大学 統合臨床感染症学分野 田頭保彰 

東邦大学 医学部  臨床検査医学講座 / 微生

物・感染症学講座  

吉澤 定子 

東京医科大学病院 臨床検査医学科 四本美保子 

京都大学医学部附属病院 血液内科 高折晃史 

岐阜大学医学部附属病院 血液内科 鶴見 寿 

浜松医療センター 感染症内科 田島靖久 

東京都立多摩総合医療センター 感染症内科 織田錬太郎 

自治医科大学附属病院 感染症科 畠山修司 

自治医科大学附属さいたま医療

センター 

総合診療科 福地貴彦 

東京都立大久保病院 内科 畠山修司 

荻窪病院 血液凝固科 萩原剛 

東京勤労者医療会 東葛病院 呼吸器内科 松永伸一 

福井大学医学部附属病院 感染制御部 酒巻 一平 

富山県立中央病院 感染症内科 彼谷裕康 

三重県立総合医療センター 感染症内科 白木克哉 



産業医科大学 HIV センター 上野匡庸 

福岡大学病院 感染制御部 戸川 温 

香川大学医学部附属病院 輸血・細胞治療部 内田俊平 

武蔵野赤十字病院 感染症科 関川喜之 

川崎市立川崎病院 感染症内科 細田智弘 

久留米大学 医学部地域医療連携講座 富永 正樹 

九州大学 大学院医学研究院 感染制御医学 村田 昌之 

 

これは令和 8 年 3 月現在の研究体制であり、研究の進展に伴って共同研究機関が増えること

があります。 

最新の共同研究機関については、研究班のホームページ「薬剤耐性インフォメーションセンタ

ー」 https://www.hiv-resistance.jp をご参照下さい 

 

8. 研究の資金源 

日本医療研究開発機構エイズ対策実用化研究事業 

 

9. この研究についての問い合わせ先 

試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご

了承いただけない場合には、その旨を受診先の医療機関および下記の連絡先までお申し出くださ

い。研究対象者が識別される試料・情報を研究へ利用することを停止します。この場合でも患者さ

んに不利益が生じることはありません。但し、研究結果が公表されていた場合は、その研究結果か

ら除外することはできません。 

 

国立健康危機管理研究機構 国立感染症研究所 エイズ研究センター 

 研究代表者：菊地 正 

電話： 03-5285-1111 

住所： 〒162-8640 東京都新宿区戸山 1-23-1 


